画地データ作成
　　　境界等の結線データを作成します。

　　　画地データは、座標面積計算データとして利用できます。
[image: image1.png]



[image: image2.png]324 MIFES for Windows Version 5.0 - [C¥BIB¥AIBIT3¥Proe
H 0 wmEe

D00,
BOL,
B0,
B0,
B0,
B0,
B01;
199

13185




　　現在の画地データの内容です。

「新規作成」　 ――　画地データを新規作成します。　　既存のデータは失われます。
「追加作成」　 ――　既存の画地データに追加作成します。
「修正・出力」　――　画地データの修正・出力をします。
「終了」　　　　 ――　画地データ作成の終了
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画地データ作成
画地名：　――　半角1５文字以内
　　　　地　目：　――　コンボボックスで選択　　　　　入力可

路線の種類：　閉合型 ――　閉合した多角形
　　　　　　　 　 　開放型　――　解放した多角路線
入力点数 ： MAX = 1000点
１－１．座標ファイルより作成
座標一覧より座標点を選択して入力します。

　　「ファイルリスト」をクリックすると座標データの点名が表示されます。
　　　点名をマウスでクリック入力してください。

　　　　　「ソート」

　　　　　　・ 登録順　――　座標ファイルの登録順に座標を表示します。
　　　　　　・ 点名順　――　座標名のアルファベット順に座標を表示します。
全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込み終了。

　　　結線順に座標点名をクリックすると入力データのリストボックスに表示されます。
　　　　　閉合型　―　最初の点から最初の点の一つ前の点まで、又は最初の点から最初の点まで結線順に
入力します。
＊　入力順を左回りに組成すると座標面積計算書の夾角は内角を表示します。

＊　 　 〃　　右回り　　　　　　　　　　〃　     　　　　　　　　外角　　  〃    。

　　　　　開放型　―　最初の点から最後の点まで結線順に入力します。
  「ＣＡＮ」　　 ――　入力データをキャンセルします。
　　　「書き込み」 ――　入力データをデータファイルに書き込みます。

１－２．座標展開画面より作成

座標点の展開画面に展開された座標点を選択して入力します。
　　　　　　　X-Yﾁｪﾝｼﾞ　全体表示　範囲拡大　拡大　縮小　距離測定　面積測定
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方眼（メッシュ）ピッチ


２．データ修正・出力
　　　　入力データの修正・出力を行います。



　　　　　　　　登録Ｎｏ　、　点名　の両方を修正してください。
閉合路線で、最初の点から最初の点まで結線順に入力した場合、データの並びとしては最後に入力

された最初の点は書き込みされません。
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